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発表演題名 特定健診・保健指導事業における評価指標の検討 
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発表日時 平成２３年１１月１４日 

発表内容 特定健診・保健指導を効果的に実施し、県民の健康づくりや生活習慣病対

策の取組みを推進するためには、健診・保健指導の成果および医療費に対

する影響などのアウトカム評価を含めた総合的評価が必要である。 

その一環として、県内市町国保が健診及びレセプトデータを用いて経年

的な評価が出来るよう県が体制整備を進める中で、当衛生環境研究センタ

ーも公衆衛生情報の収集・解析・提供という機能を生かし、本庁と協働し

て市町国保における特定健診・保健指導事業の評価指標について検討した。 
方法は、健診結果と 5月診療分レセプトを突合したデータで、経年分析

が出来るよう「標準的な健診・保健指導プログラム(確定版)」における様
式 3-1～7を、本県の医療費適正化計画およびレセプト様式を踏まえて改編
した事業報告様式(様式 3-1、3-2)を作成、各市町国保において、平成 20年
度健診データは、平成 20年 5月診療分レセプトデータと、平成 21年度は
平成 21 年 5 月診療分レセプトデータとエクセルソフトを用いて突合作業
を行った。 

様式 3-1では、健診結果有所見者によるリスク別(高血糖・高血圧・脂質
異常およびメタボ等)の実人数や割合、医療費について分析し、様式 3-2で
は、福井県医療費適正化計画に基づいた 11疾病に動脈硬化症を加えた 12
疾病別の実人数や割合、医療費について分析した。 
さらに、各市町国保から提出された平成 20年度、平成 21年度分の様式

3 データについて当センターで取りまとめ、受診者の年齢構成を市町国保
間で補正し、メタボ予備群率、メタボ率、疾病別（12疾患）罹患率などの
標準化指標の各年度毎および 2カ年平均値を算出した。 
今回、福井県が独自に作成した市町からの事業報告により、従来の法定

報告だけでは分からなかった、県および市町国保別の「健診受診者の年齢

階級別・性別」における「通・入院、受療なし別」の「実人数、総医療費、

1 人あたり医療費」や「各疾病別医療機関受診者の年齢階級別・性別」に
おける「通・入院別」の「疾病別実人数、疾病別医療費、疾病別 1人あた
り医療費」の傾向が明らかになり、対象を絞った事業展開が今後単年的・



経年的に分析していくことで可能になると考える。また、従来は不明であ

った未受診者のレセプトからそれらの健康状態なども把握でき、未受診者

対策にも寄与できると考える。 
さらに、市町国保が健診結果から地域の健康課題を把握するにあたり、県

や他国保と比較することも必要になってくる。今回、人口規模によって単

年毎の数値が不安定になることは否めないが、県を基準集団として補正し

て算出した標準化指標で、年齢の影響を省いた地域間比較による健康課題

の大まかな把握が可能であると考える。 
 

 


